「世界平和の実現は各自のパラダイム転換から」
─ 和 道 の 解 説 ─　　　　　　　　
大脇準一郎
王道が廃れ、覇道で行き詰った今日、和道の時代が到来した。

平和は、偉い人や権力者によりもたらされるものではなく、個々の人間が自己

本位（他に求め、他から奪う）ではなく利他的生き方（他に恵む）をする、世

間や周りに感謝する心（意識改革、良心・良識の追求）を持つ、即ち真の和道

に生きることにより実現出来る。

人間社会の「和」のみならず、自然との「和」も無視できない。人間本位の西

欧科学技術文明が環境破壊をもたらし、破局の頂点に至った今日、自然が主体

であり、人間はその中で生かされているという認識に基づく自然との共生（惟

神の道）が重要。

人間自身の「和」（安心・平安）は最も大切である。人は、変動する社会や

物質に拠り所（アイデンティティー）を置くのではなく、何らかの主体的価値

観（神、信条、空、無、法、真・善・美など）を定立し、それを敬い、それと

の調和に努め、それに基づき判断し、行動することにより、真の和が実現される。

このように和道は、人間社会、自然界及び内的世界における全体的和（トータ

ル・ハーモニー）、大和（グレイト・ハーモニー）を唱道している。

要するに和道は、「天、地、人を三主体として、一人ひとりがその対象として、敬・信、

従・真、愛・善を持って「和」に生きること（対象革命）により、はじめて平

安、永生、平和が到来しうる。」これはいとも簡単で、かつ誰しも即座に実践可

能な方策であり、そしてこれこそ唯一、確かな人類恒久平和実現の道なのある。

　　　
　　　☆　大和信春氏『和の実学』から学ぶ
